
（７）福祉サービスの役割

八尾支援学校
進路説明動画



知っておいてほしいこと

障がい児（１８歳未満）と
障がい者（１８歳以上）では
使える福祉サービスが異なる！



知っておいてほしいこと

１８歳以上になると利用できるサービス
サービスを利用するための料金



今日の動画の内容

介護給付と訓練等給
付

１８歳になると
利用できないサービス

福祉サービスを
利用するための料金



参考にした
資料

https://www.shakyo.or.jp/download/shougai_pamph/date.pdf



介護給付と訓練等給付
この二つは、何がどう違うのでしょう？



介護給付 訓練等給付

自立した日常生活を営むために必要な
支援や訓練を行います。

また、一般企業での雇用が困難な方に
対して、就労の機会や生産活動の機会
を提供することで、知識や能力向上の
ために必要な訓練をします。
（障がい支援区分は必要ありません）

介護の支援が必要な方に対して入浴、
排泄、食事の介護などを行います。

利用にあたっては障がい支援区分が必
要です。支援区分によって、受けられ
るサービスが決まります。
（例えば生活介護は区分３以上必要）

どちらも市役所に利用申請し、　　　　　　　　を受けることで利用可能



介護給付



訓練等給付



１８歳になると利用できないサービス
確認しておきましょう◎



１８歳になると
利用できないサービス



福祉サービスを利用
するための料金
利用者の所得に応じて上限が決まっています！





『障がい福祉サービスの利用について』
２０１８年（全国社会福祉協議会）
１２ページ　利用の手続き　より引用


